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ご 挨 拶 

―新年度（2024年度）を迎えるにあたってー 

                     一般財団法人滋賀陸上競技協会 

会長  野村昌弘 

 

 新学期を真近に迎え、陸上競技を愛していただいております皆様におかれましては益々ご活躍のことと存じま

す。平素は滋賀県陸上競技の振興発展にご尽力いただきまして大変感謝しております。 

 さて、2025年国スポ陸上競技会まで1年余りとなりました。競技運営・審判員養成・高校生補助員の確保・強

化対策等々たくさんの事業を遂行していかなければなりません。新年度予算には、強化対策、審判員養成にかか

る予算の増額を考えております。特に、今年開催の佐賀国民スポーツ大会・障害者スポーツ大会や 8月に開催予

定の福岡インターハイには予算の許す限りの審判員を派遣して審判技術の向上に努めていただくことを期待して

います。また、佐賀国スポの選手派遣についてはフルエントリー・参加した選手全員が入賞できる選手を派遣し

たく考えています。そのためにも強化に携わっていただいている指導者の皆様に激励をお送りします。 

 ところで、新年度事業の主な事業としましては、第 92回近畿陸上競技選手権大会を 8月 31日、9月 1日に平

和堂 HATOスタジアムにおいて国スポリハーサル大会を兼ねて開催いたします。ハード面は整いつつありますが、

ソフト面でのテクニカルに不安が残っています。国スポ成功の為にもリハ大会を成功させる必要がありますので、

審判員の皆様のご協力をお願いいたします。 

最後になりますが、令和 5年度から日本陸連登録システムが大幅に変更して2年目です。チーム（代表者）ま

た個人での登録に間違いのないようお願いいたします。 

 令和6年度皆様がご健勝でご活躍されることをご祈念申し上げご挨拶とさせていただきます。 

 

【 強化委員会 】 

■第 42回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会 

結果：2時間22分16秒 25位 

今大会は、高校駅伝や箱根駅伝でも風邪やインフルエンザの流行の影響を受けたチームの状況は話題となり、

女子駅伝においても危惧されたが、幸い本県のチームは昨年同様、京都入りしてからはエントリー変更すること

も無く、想定した 区間配置で臨むことができた。  

短期決戦のため、中高生は年末年始の合宿でチーム作りをおこなっている。今年は中高生が自ら縦のつながり

を大切にし、高校3年生を中心に上級生と経験者がアドバイスしながら選手達が主体的にチーム作りを進めてい 
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くことが、例年以上にきちんとできたと感じた。大会前々日

の金曜日に一般選手が京都入りし、全員が揃った際も自然に

迎え入れることができた。一般選手がこの大会の目的を理解

し、積極的に中高生に話しかけようとする姿勢がよく見られ、

チーム滋賀として女子駅伝で取り組んできたことが芽を出し

ているなと実感でき、これが時間をかけてでも競技実績に繋

がることに期待をしたい。 

当日のレースは、1区の飛田選手（第一生命グループ）が

昨年同様に良い流れで滑り出し、2区の杉山選手（センコー）も流れは維持することができた。おかげで、3区福

本選手（甲西北中3年）の力がうまく発揮できる集団で襷をもらえ、区間3位の激走を引き出すことができた。

棚池選手（大塚製薬）も攻めの走りで一時 5位に浮上し、ワクワクさせる展開を作ることができた。課題となる

高校生区間は、懸念していたことがレースで現れた。山中選手（比叡山高2年）は力以上の後続高校生のスピー

ドに対応することができず、中盤以降大きく失速した。森谷選手（立命館守山高2年）も同様の展開となり、こ

こで昨年以上に順位を落とすことになった。8区の藤田選手（粟津中２年）は練習通りに粘りを見せ、順位を1

つ上げる走りで十分勝負できており、来年に繋がる成果が得られた。9区北川選手（大阪芸術大４年）は力通り

の走りで、順位維持が精一杯であった。 

次回大会に向けては、北川選手が社会人となりふるさと枠が3名となるため、今回の3人のうち走らせること

ができるのは2人となる。今回補欠であった荒田選手（立命館大１年）の成長と、センコーとの連携が鍵を握る

ことになる。中学生は藤田選手を軸に、現在の中学 1年生に力のある選手もおり、期待が持てる。課題となるの

はやはり高校生である。引き続きスピードに対応できる走力を養わなければならない。いずれにしても、最高順

位更新から入賞を見据えた取り組みを継続して粘り強く取り組んで行きたい。  

《監督 吉居克広 報告書より抜粋》 

 

■第 29回全国都道府県対抗男子駅伝競走大会 

結果：2時間21分54秒 16位（過去3番目の記録 過去2番目の順位） 

今年度は中学生から一般選手まで非常にバランスの取れたチー

ム編成となった。特に一般選手は大学生3名となったが、箱根駅

伝をはじめとする各駅伝やトラックにおいても実績のある選手を

揃えることができた。例年3区でレースの流れを止めてしまうこ

とが多くあったので、チームとしては心強い編成となった。特に

安原太陽選手（駒澤大4年）は駅伝5冠、ユニバーシティゲーム

ズ5000ｍ銀メダルと実績十分であり、チームの主将としても中高

生を引っ張ってくれた。 

1区の橋本選手（滋賀学園高3年）は想定より20秒悪く28位

の出足だったが、続く2区今井選手（信楽中 3年）は難しい展開の中、うまく繋ぎ 3区安原選手から追い上げを

開始。4区平田選手（比叡山高3年）が集団の中で順位を守り、中西選手（比叡山高 3年）が10人抜きの快走を

見せ 17位へ。石原選手（守山中3年）も区間上位で繋ぎ、アンカー山中選手（帝京大3年）が区間8位の快走に

より 16位でゴールした。今回は鬼門の3区・4区で流れを引き戻し5区以降の選手の快走につなげることができ

た。3区の一般区間が力通りの走りをすることにより以降の高校生・中学生区間の選手が持ちタイム以上に流れ

の中で走れることが改めて確認できた。 



中・高校生は年々強化が進み、中学生3000ｍ8分40秒台、高校生5000ｍ13分台の選手が出てくるようになり、

強豪県と勝負できるようになってきた。今後、高校、大学に進学する中でさらに力をつけてもらいたい。 

一般選手は、ここ 2年間大学生を起用してきたが実業団選手と遜色ないレースをすることができた。彼らが実

業団に進み、さらに力をつけるとチームとしては強化を図ることができる。滋賀県チームとして取り組み方によ

っては、入賞も十分に狙える状況になってきている。          《監督 大河亨 報告書より抜粋》 

 

■選抜・育成練習会 

11月23日より計3回に渡り、選抜された中高生と大

学生・社会人選手が一同に集まり、各ブロックに分かれ、

強化練習会を実施しています。 

今冬もたくさんの選手が参加し、寒空の下、熱気に溢

れた練習会となっています。年々、中学生の参加が増え、

普段話す機会の無い高校生や大学生・一般選手と話す機

会もあり、良い刺激を受けているようです。 

練習会の冒頭には鹿児島国体の「チーム滋賀」の活躍

をまとめた動画を見て、来年度の佐賀国スポへの士気を

上げました。村上強化委員長から「この中から1人でも

多くの選手が佐賀国スポでの活躍、インターハイ出場・入賞、また全中の出場・入賞をしてくれることを期待す

る」という熱い話を聞き、各選手、来年度への意気込みと全国大会への士気がさらに上がったように思いました。 

 

【 マスターズ 】 

■第 29回滋賀マスターズ陸上競技選手権大会  9月10日（日）  大津市皇子山陸上競技場 

競技参加者は約 200名で開催されました。例年とは違い、酷

暑を避けての9月開催、天候に恵まれ、澄み渡る青空の下で9

時30分から行われた開会式では、小林会長の挨拶・三木審判長

による諸注意があり、10時から5000mを皮切りに各種目の競技

が行われ、熱戦が繰り広げられました。 

この日の競技には、京都マスターズから元オリンピックメダ

リストの朝原宜治選手も 100m走に参加、競技の合間に交流を求

める人が多くみられました。県内外から集まった選手たちが日

ごろの練習成果を発揮すべく、熱気にあふれた競技が進み、大

いに盛り上がったのでした。 

最終競技はリレー種目で、各チームに盛大な声援が送られる中、選手たちの素晴

らしい走りで大会の幕が閉じられ、

閉会式となりました。 

なお、審判員の確保等、課題のあ

る中、関西学生陸上競技連盟から多

くの学生さん達に運営補助員として

活動していただき、スムーズな大会運営ができました。 

 



【 普及委員会 】 

■日清食品カップ第39回全国小学生陸上交流大会  9月17日（日）  神奈川・日産スタジアム 

陸協広報No.13にてお伝えしました選手が滋賀代表として戦いまし

た。6 年男子 100ｍでは中路遥万選手（守山陸上教室）が B 決勝にて

12秒47（+1.1）で3位、5年男子100ｍでは中井惺哉選手（ランプロ

アスリートクラブ）がC決勝にて14秒01にて7位となりました。ま

た、混合リレーではびわこRCが53秒02の滋賀県新記録を樹立しまし

た。その他の選手も自己記録を更新するなど、全国の舞台で力を発揮

しました。 

そのほか、今年度の後半シーズンも、県内の大会やシガリクイベント等、多くの選手に参加していただきまし

た。まだまだ発達段階の時期である小学生選手には、走・跳・投の様々な種目にチャレンジし、可能性を広げて

もらいたいと思います。 

 

【 中体連 】 

■第 72回近畿中学校総合体育大会駅伝の部  12月3日（日）  田辺スポーツパーク陸上競技場 

 男女各5チームが出場し、男子は甲賀市立信楽中学校の 7位、女子は湖南市立甲西北中学校の 8位が滋賀県勢

最上位となりました。区間賞は、男子1区で鈴木佑岳選手（信楽・3年）、男子3区で今井悠貴選手（信楽・3年）、

女子 5区で藤田琉里選手（粟津・2年）が獲得しました。3選手の区間賞獲得は20年ぶりの快挙となりました。 

 

■第 31回全国中学校駅伝大会  12月18日（日）  滋賀県希望が丘文化公園 

 本県開催 8年目となる全国中学校駅伝大会は、4年ぶりに感染症に対する制限を撤廃し、全国各地からたくさ

んの応援を受け入れて実施することができました。結果は、岡山県代表の岡山市立京山中学校が男女アベック優

勝を果たしました。滋賀県勢は県代表として出場した彦根市立東中学校男子チームが 33位、湖南市立甲西北中学

校女子チームが 26位、開催地代表として出場した甲賀市立信楽中学校男子チームは途中棄権、大津市立粟津中学

校女子チームは 39位という結果でした。女子の2チームは、1、2年生が複数、主力として活躍しており、来年

度のさらなる飛躍が期待されます。 

 

■冬季強化合宿  12月23日～25日  希望が丘文化公園 

滋賀県中体連陸上競技専門部冬季強化合宿を開催しました。3日目には、高体連の合宿参加選手とともに練習

を行いました。指導者同士の交流も図ることができ、有意義な取組となりました。 

 

■近畿ブロック研修合宿  1月6日（土）～8日（月）  和歌山県紀三井寺陸上競技場 

 昨年度から滋賀県が運営担当県として、合宿の運営全般に携わっています。選手にとっては、他府県のアスリ

ートから多くの刺激を得る機会となりました。指導者にとっても他府県の先生方との交流を通して多くのことを

学ぶ機会となりました。令和 6年度は近畿中学校総合体育大会が京都府で、全国中学校陸上競技選手権大会が福

井県で開催されます。県合宿や近畿合宿で得たことを生かして、滋賀県中学生アスリートが近畿や全国の舞台で

活躍してくれることを期待しています。 

 



【 高体連 】 

■滋賀県高校駅伝競走大会  11月5日（日）  希望が丘文化公園 

男子の部・女子の部ともに比叡山高校が優勝し、見事アベック優勝を果たしました。男子は18年ぶりの優勝で、

女子は11連覇でした。また、その結果、比叡山高校は男女ともに12月24日に京都府で行われた全国高校駅伝の

出場権を獲得しました。全国高校駅伝の結果は、男子が2時間10分53秒の記録で 38位、女子が1時間12分31

秒の記録で 37位でした。 

 

■高体連練習会  令和5年12月～令和6年2月  希望が丘文化公園 

高体連の事業として計5回を開催し、また、12月末には3日間の冬季選抜強化合宿や冬季普及練習会を行うな

ど陸上競技の普及・強化に向け活動を行っております。来年に迫った滋賀国スポに向け、滋賀県勢が大きく飛躍

できるよう一致団結して精進していきたいと思います。今後とも、高体連の活動への応援、サポートよろしくお

願いいたします。 

 

【総務委員会】 

本年度は、彦根の陸上競技場（平和堂 HATOスタジアム）が開場され、競技運営委員会を開催し、円滑な競技運

営ができるよう対応にあたってまいりました。1年かけて、施設・用器具の使用方法を確認し、ようやく選手の

動きと競技役員の動きがスムーズになってまいりました。いよいよ国スポのリハーサル大会（近畿選手権）、本大

会への準備が本格的に始まってまいります。みなさまのご協力をお願いします。 

評議員会・理事会 

令和５年３月１９日（日）理事会／令和５年度事業計画・予算案、令和４年度栄章受賞者 

令和５年５月２７日（土）理事会／令和４年度事業報告・決算報告 

令和５年６月１０日（土）評議員会／令和４年度事業報告・決算報告、理事・監事の選任 

            理事会／会長の選任、業務執行理事・事務局長の選任 

令和５年８月１２日（土）理事会／鹿児島国体への派遣、駅伝の監督、予算の補正 

令和５年１２月３日（日）理事会／都道府県対抗男子・女子駅伝の選考、令和６年度競技日程、登録料の変更 

その他、総務委員会・栄章委員会を開催、広報の発行等の活動を行ってまいりました。 

 

≪編集後記≫ 

 2025年の「わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ」に向けて、滋賀県の選手が活躍しています。鹿児島国体や都

道府県対校男女の駅伝など、素晴らしい成果がでてきております。滋賀陸協としてサポートし、競技運営におい

ても全力で運営してまいります。みなさまのご協力・ご支援をお願いいたします。 

 

令和5年度滋賀県高校駅伝競走大会　結果

学校名 記録 備考 学校名 記録 備考

1位 比叡山高校 2時間13分02秒 比叡山高校 1時間14分56秒

2位 滋賀学園高校 2時間13分18秒 草津東高校 1時間16分00秒

3位 大津商業高校 2時間21分40秒 大津商業高校 1時間21分49秒

男子 女子


